
新
会
員
ご
紹
介
 

事
業
所
名 (

支
所
・
支
部
名) 

　
代
表
者
名
　
業
種 

愛
昌
園
茶
舗 (

原
・
愛
鷹)

　 
   

伊
藤
昌
之
　
製
茶
販
売 

山
本
商
事
　(

原
・
桃
里
植
田) 

　
山
本
征
史
　
建
設
土
木 

植
松
経
営
労
務
事
務
所 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
・
東
部
）

　
植
松 

誠
　
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

　
Ｋ
Ｓ
Ｉ (

原
・
東
部)

　 

　 前
田 (

戸
田) 

   

金
田
茂
樹
　
農
業 

　
本
年
度
は
、
一
年
間
を
通
し
て

役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
加
入
促

進
を
行
い
ま
す
。
増
強
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
中
は
新
規
加
入
者
に
優
遇
措

置
を
、
紹
介
し
た
支
部
部
会
に
報

奨
金
を
交
付
。
併
せ
て
青
年
部
・

女
性
部
の
部
員
増
強
も
行
い
ま
す
。
 

　
戸
田
観
光
協
会
　 

　
　
　  

会
長  

川
合
健
次 

　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
そ
し
て

東
日
本
大
震
災
、
原
発
問
題
等
、

次
か
ら
次
の
大
き
な
壁
、
根
底
に

は
少
子
高
齢
化
に
よ
る
国
内
消
費

低
迷
の
影
響
に
よ
る
デ
フ
レ
経
済

と
、
観
光
産
業
に
と
り
ま
し
て
大

変
厳
し
い
経
済
環
境
が
続
い
て
い

ま
す
。
自
粛
ム
ー
ド
と
浜
岡
原
発

停
止
に
よ
る
風
評
被
害
も
あ
り
、

伊
豆
地
域
の
観
光
は
危
機
的
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。
 

　
日
本
は
戦
後
モ
ノ
作
り
に
励
み
、

輸
出
を
し
、
外
貨
を
稼
い
で
経
済

一
流
国
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
国
内
消
費
が

伸
び
ず
デ
フ
レ
経
済
が
続
い
て
い

ま
す
。
失
わ
れ
た
二
十
年
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
状
況

で
は
、
内
需
不
振
に
よ
る
経
済
の

崩
壊
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
 

　
し
か
し
、
観
光
産
業
は
他
の
産

業
と
比
べ
る
と
、
付
加
価
値
率
が

高
く
、
収
入
の
多
く
が
人
件
費
に

廻
り
ま
す
の
で
、
少
し
の
投
資
で

大
き
な
経
済
効
果
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
国
内
消
費
を
増
や

し
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
の
は
、

こ
れ
か
ら
は
観
光
産
業
で
あ
り
ま

す
の
で
、
観
光
産
業
者
は
そ
ん
な

意
識
を
強
く
持
っ
て
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
戸
田
観
光
協
会
で
は
、
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
七
月
二
十
三
日
は
戸
田

港
ま
つ
り
、
八
月
十
五
日
に
は
盆

踊
り
と
海
上
花
火
大
会
、
八
月
十

六
日
に
は
精
霊
流
し
、
九
月
十
五

日
に
は
ご
ぜ
芸
能
祭
り
を
行
い
ま

す
。
そ
し
て
夏
休
み
に
は
、
御
浜

海
水
浴
場
で
の
海
水
浴
、
夜
の
お

楽
し
み
と
し
て
、
納
涼
遊
覧
船
と

ト
ビ
ウ
オ
す
く
い
が
あ
り
、
お
子

様
も
海
の
体
験
を
楽
し
む
事
が
で

き
ま
す
。
是
非
、
戸
田
温
泉
に
来

て
い
た
だ
き
、
戸
田
の
食
、
文
化
、

歴
史
に
触
れ
、
富
士
山
や
夕
陽
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
お
楽
し
み
下
さ

い
。
戸
田
観
光
協
会
で
は
、
『
観

光
で
日
本
を
元
気
に
』
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。
 

戸
田
へ
こ
ら
っ
さ
い
！ 

8月の行事予定 
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沼津法人会原支部 
めざします企業の繁栄 
と社会への貢献 

社団 
法人 

沼津西ロータリークラブ　テーマ 

元気で魅力あるクラブにしよう 

  8月   9日 共済担当役職員研修会 
 　　　10日  労働保険事務新任担当者 
　　　　  研修会 
 　　　17日  新規職員研修会 
 　　　18日  県指導監査 
 　　　22日  経営指導員研修会 
　　　　  Facebook講習会 

　 原支所 
  8月  6日  第34回原・浮島ふるさと夏まつり 

新
規
会
員
の
加
入
促
進
 

運
動
実
施
中
！
 

（株） 

今
月
号
は
特
集
と
し
て 

戸
田
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。 

（
戸
田
へ
お
い
で
よ
！
） 

達
磨
山
か
ら
見
た
戸
田
中
心
部 

 

写
真
コ
ン
テ
ス
ト 

　
募
集
中 

！！ 

 テ
ー
マ 「
ふ
る
さ
と
の 

　
　
　
自
然
と
文
化
」 

締
切 

平
成
二
十
三
年
九
月
三
〇
日 

第34回 原・浮島ふるさと夏まつり 原・浮島ふるさと夏まつり 原・浮島ふるさと夏まつり 
日時 8月6日（土）雨天の場合7日（日）会場 原地区センター 
第34回 原・浮島ふるさと夏祭り 

花火大会 
19：30～20：15

話題の 
3D花火打上 

9：00～10：30　ＪＡなんすん朝市 
9：00～10：15　婦人会バザー 
9：00～19：15　広場・ステージイベント 

お化け屋敷 
10：00～11：30 
13：00～14：30 
15：30～17：00 
場所：地区センター2階多目的ホール 

いろいろな出店 
9：00～20：30 
24の団体が勢揃い 
 

主   催：原・浮島ふるさと夏まつり実行委員会 
後   援：沼津市　 
連絡先：沼津市商工会 
TEL　966-1331　URL　http://www.numazu-s.or.jp/ 
原地区コミュニティ推進委員会 
TEL　966-0084　URL　http://www.hara-numazu.jp/ 
浮島地区コミュニティ推進委員会　 TEL　968-1322 
 

　梅雨も明け夏も本番！今年も原・浮島地域
の住民総出の一大イベント「第34回原・浮島
ふるさと夏まつり」が、8月6日（土曜日）に
開催されます。 
　午前9時からのJA朝市・婦人会のバザーか
ら始まり、ますのつかみどりやミニSL、納涼
お化け屋敷などの恒例のイベント、たくさん
の出店が祭りを賑やかに彩ります。午後7時
半からは花火大会を開催。昨年よりパワーア
ップした3Ｄ花火にご期待ください！ 
　また、今回は『がんばろう日本！みんなで
東日本大震災復興を応援しよう』と題して、 
原・浮島から東日本大震災で被害を受けられ
た方々にエールを送るため、義援金の受付な
ども行います。皆様のご協力をよろしくお願
い致します。 

10：00～15：00  手揉み茶実演 
10：00～15：00  憩いのお茶席 
（場所：地区センター １階和室） 
 
 
 
10：00～16：00税金クイズ 

≪ステージ≫ 
10：00～ マスのつかみ取り 
11：15～ ラオス民族舞踊 
12：00～ オープニング 
　　　　  　　　セレモニー 
12：15～ 投げもち大会 
12：45～ ハワイアンダンス 
14：30～ ヒップホップダンス 
16：00～ バンド演奏 
16：30～ ゴスペル 
17：00～ バンド演奏 

！ 

！ 

≪広場≫ 
13：30～ よさこい踊り 
14：00～ 婦人会総参加踊り 
15：00～ 白隠太鼓 
17：45～ 沼津吹奏楽団 
18：45～ 阿波踊り 

大
沼
浩
崇
　
医
療
機
器
製
造
販
売 

ガラガラ抽選会 
10：00～18：00 
場所：原高齢者福祉 
　　　センター前 
総額50万円が当たる 

ミニＳＬ 
10：00～15：00 
（12：00～12：45休憩） 
場所：テニスコート 



〒410-3402　 
沼津市戸田美浜海岸3878-20 
TEL 0558-94-3048（代） 
URL http://www.isaba.co.jp 
 

高足ガニとエビカニづくしの磯料理 

                     TEL 0558-94-3333 
フリーダイヤルTEL 0120-04-1260 
ホームページ　http://tokiwaya.info

創業明治参年 味わいの宿 

（5）　第 41 号 第 41 号（2） 平成23年7月号  平成23年7月号 

企業の繁栄と社会貢献 

支部長　中島寿之 
沼津法人会　戸田支部 

食中毒予防の決め手はあなたの手 

支部長　真野雄二 
沼津食品衛生協会 戸田支部 

事務局　沼津市商工会　戸田支所 
　　　　0558-94-2224

  

壱の湯温泉 源泉 壱の湯温泉 源泉 

戸田塩 プリンアメ 戸田塩 プリンアメ 

戸田塩ジェラート 戸田塩ジェラート 

へだトロはんぺん へだトロはんぺん 

ディアナ号の模型 ディアナ号の模型 

18号墳の横穴式石室 18号墳の横穴式石室 松江古墳群（全景）松江古墳群（全景） 松江古墳群（全景） 

せ

が

き

 

お
と
た
ち
ば
な
ひ
め
 

へ

だ

む

ら

 

お
お
く
に
の
み
こ
と
 

ず
ん
ご
う
 

　
戸
田
に
来
て
、

美
味
し
い
も
の
は

…
。
よ
そ
に
は
無

い
も
の
を
四
つ
に

絞
り
ま
し
た
。
①
高
足
ガ
ニ
と
深

海
魚
、
②
戸
田
塩
、
③
戸
田
塩
ジ

ェ
ラ
ー
ト
、
④
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ

ん
で
す
。
 

★
深
海
に
潜
む
戸
田
の
宝
物
 

　
駿
河
湾
は
太
平
洋
の
黒
潮
が
直

接
流
れ
込
ん
で
い
る
為
、
非
常
に

多
く
の
種
類
の
魚
が
集
ま
っ
て
い

て
、
そ
の
数
一
〇
〇
〇
種
類
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
戸
田
で
は
、
そ

の
豊
富
な
海
の
幸
を
新
鮮
な
ま
ま

味
わ
う
事
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は

『
底
引
き
網
』
と
い
う
漁
法
で
獲

ら
れ
て
い
る
高
足
ガ
ニ
や
深
海
魚

で
す
。
高
足
ガ
ニ
は
世
界
で
一
番

大
き
い
カ
ニ
で
、
足
を
広
げ
る
と

四
ｍ
位
の
物
も
あ
り
、
有
名
で
貴

重
な
水
産
資
源
で
す
。
漁
期
は
九

月
〜
五
月
で
寒
 

い
時
期
が
最
も
 

美
味
し
く
、
旨
味
が
凝
縮
し
て
い

ま
す
。
ま
た
本
エ
ビ
、
ボ
タ
ン
エ

ビ
、
ガ
シ
ャ
エ
ビ
、
赤
エ
ビ
、
手

長
エ
ビ
な
ど
の
エ
ビ
類
や
、
深
海

魚
の
メ
ギ
ス
、
ト
ロ
ボ
ッ
チ
な
ど

が
獲
れ
、
旅
館
や
民
宿
、
食
堂
な

ど
の
料
理
を
賑
や
か
し
て
い
ま
す
。

新
鮮
で
ほ
ん
の
り
し
た
甘
み
の
エ

ビ
や
淡
白
な
深
海
魚
を
味
わ
っ
て

み
て
下
さ
い
。
 

★
伝
統
的
な
手
作
り
の
塩
 

　
戸
田
で
は
、
古
く
か
ら
駿
河
湾

の
海
水
を
利
用
し
た
塩
作
り
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
か
ら
約
一

五
〇
〇
年
前
に
安
康
天
皇
に
献
上

さ
れ
た
と
の
言
い
伝
え
も
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
戸
田
塩
は
、
駿
河
湾

の
沖
一
d
の
黒
潮
の
本
流
、
水
深

十
五
c
か
ら
汲
み
上
げ
た
海
水
を

十
三
〜
十
五
時
間
、
ひ
た
す
ら
薪

だ
け
を
燃
や
し
て
炊
く
昔
な
が
ら

の
伝
統
製
法
に
よ
る
手
作
り
の
自

然
海
塩
で
す
。
 

添
加
物
を
一
切
使
わ
な
い
、
ミ
ネ

ラ
ル
豊
富
で
ま
ろ
や
か
な
風
味
の

天
然
塩
を
焼
き
魚
や
ト
マ
ト
に
振

り
か
け
て
味
わ
っ
て
み
て
下
さ
い
。

ま
た
『
戸
田
塩
の
会
』
で
は
大
豆

と
に
が
り
が
入
っ
て
い
る
夏
向
き

の
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
、
と
う
ふ
ぷ

り
ん
と
ア
ク
ア
塩
あ
め
も
作
っ
て

販
売
し
て
い
ま
す
。
 

★
お
か
み
さ
ん
考
案
の
上
品
な
味
 

 が
提
案
し
、
戸
田
出
身
の
ジ
ェ
ラ

ー
ト
製
造
屋
さ
ん
が
作
っ
た
戸
田

塩
ジ
ェ
ラ
ー
ト
。
戸
田
の
海
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー

ン
と
戸
田
塩
を
使
っ
た
甘
し
ょ
っ

ぱ
い
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
で
す
。
サ

ラ
リ
と
し
た
口
ど
け
と
控
え
め
な

甘
さ
で
ほ
ん
の
り
と
淡
く
舌
に
残

る
塩
味
が
魅
力
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
で
、

後
を
引
く
美
味
し
さ
が
大
人
気
で

す
。
 

　
ま
た
姉
妹
品
で
西
伊
豆
特
産
の

桜
葉
、
桜
花
の
塩
漬
け
が
ア
ク
セ

ン
ト
の
戸
田
塩
桜
ジ
ェ
ラ
ー
ト
も

美
味
し
い
で
す
。
お
か
み
さ
ん
達

の
気
持
ち
の
詰
ま
っ
た
戸
田
塩
ジ

ェ
ラ
ー
ト
、
桜
ジ
ェ
ラ
ー
ト
も
一

度
召
し
上
が
っ
て
下
さ
い
。
 

★
戸
田
家
庭
料
理
が
Ｂ
級
に
参
戦
 

　
漁
業
の
ま
ち
で
も
あ
る
戸
田
で

は
、
昔
か
ら
あ
り
あ
わ
せ
の
魚
を

す
り
身
に
し
て
野
菜
を
混
ぜ
油
で

揚
げ
た
も
の
を
„
は
ん
ぺ
ん
“
と

称
し
家
庭
料
理
と
し
て
食
べ
て
き

ま
し
た
。
 

 
沼
津
市
商
工
会
で
は
『
へ
だ
ト

ロ
は
ん
ぺ
ん
』
と
し
て
商
標
登
録

し
、
戸
田
地
区
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
と

し
て
売
り
出
し
中
で
す
。
 

　
商
工
会
女
性
部
で
は
深
海
魚
の

メ
ギ
ス
、
ト
ロ
ボ
ッ
チ
を
す
り
身

に
し
て
、
人
参
と
玉
ね
ぎ
を
み
じ

ん
切
り
に
し
た
も
の
を
練
っ
て
油

で
揚
げ
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト

で
販
売
し
て
い
ま
す
。
 

 
も
ち
ろ
ん
、
戸
田
地
区
の
各
食

堂
や
販
売
店
で
は
常
時
味
わ
う
事

が
で
き
ま
す
。
お
店
ご
と
に
材
料

や
配
合
が
違
う
の
で
食
べ
比
べ
を

す
る
と
楽

し
い
と
思

い
ま
す
。

（
佐
藤
幸

子

記
）
 

 

 深
海
魚（
右
）と
 

高
足
ガ
ニ（
上
） 

　
広
大
な
駿
河
湾

に
美
し
い
富
士
山

の
雄
姿
を
望
む
御

浜
岬
、
そ
の
内
側

に
続
く
弓
な
り
の
砂
浜
。
七
月
三

日
に
は
御
浜
海
水
浴
場
で
海
開
き

式
が
行
わ
れ
、
施
餓
鬼
と
シ
ー
ズ

ン
中
の
安
全
と
千
客
万
来
を
祈
願

し
ま
し
た
。
 

　
戸
田
は
伊
豆
屈
指
の
天
然
の
良

港
が
あ
り
巻
網
漁
や
深
海
底
引
網

漁
、
そ
し
て
戸
田
の
名
物
と
な
っ

て
い
る
コ
ザ
ラ
シ
網
漁
な
ど
漁
業

が
盛
ん
な
町
で
す
。
ホ
テ
ル
・
旅

館
が
十
一
軒
と
民
宿
・
ペ
ン
シ
ョ

ン
が
五
〇
軒
ほ
ど
あ
り
、
高
足
ガ

ニ
を
は
じ
め
獲
れ
た
て
の
魚
介
類

が
食
卓
を
賑
わ
せ
、
お
客
様
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
漁

師
町
な
ら
で
は
の
も
て
な
し
が
大

変
好
評
で
す
。
 

　
昭
和
六
十
一
年
に
は
伊
豆
で
一

番
新
し
い
温
泉
と
し
て
戸
田
温
泉

が
湧
き
出
し
、
共
同
浴
場
『
壱
の

湯
』
や
各
宿
泊
施
設
で
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

　
御
浜
岬
の
先
端
に
は
大
漁
と
海

上
守
護
の
神
と
し
て
あ
が
め
ら
れ

て
い
る
弟
橘
姫
命
を
祭
神
と
し
た

諸
口
神
社
、
そ
の
近
く
に
戸
田
造

船
郷
土
資
料
博
物
館
と
駿
河
湾
深

海
生
物
館
が
あ
り
「
ヘ
ダ
号
」
の

模
型
や
建
造
記
録
、
「
デ
ィ
ア
ナ

号
」
の
遺
し
た
品
々
な
ど
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
我
が
国
が
一
八
五
八
年
の
日
露

修
好
通
商
条
約
締
結
に
こ
ぎ
つ
け

た
裏
に
は
戸
田
村
（
現
・
沼
津
市
 

）
と
ロ
シ
ア
と
の
間
に
深
い
絆
が

あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
難
航
し
て

い
る
日
露
の
外
交
問
題
も
当
時
の

友
愛
精
神
に
か
え
っ
て
平
和
的
解

決
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
今
か
ら
約
一
五
〇
年
前
、
プ
チ

ャ
ー
チ
ン
提
督
以
下
五

〇
〇
名
を
乗
せ
た
ロ
シ

ア
軍
の
軍
艦
艦
『
デ
ィ

ア
ナ
号
』
は
下
田
港
に

停
泊
中
、
安
政
の
大
地

震
に
よ
る
津
波
で
損
傷

を
受
け
、
戸
田
港
で
修

理
す
る
こ
と
を
許
さ
れ

ま
し
た
が
、
下
田
か
ら

戸
田
へ
向
か
う
途
中
、
駿
河
湾
の

激
し
い
季
節
風
に
よ
り
戸
田
港
に

入
る
こ
と
が
で
き
ず
富
士
市
沖
に

流
さ
れ
沈
没
し
ま
し
た
。
本
国
へ

帰
る
船
を
な
く
し
た
提
督
は
、
船

大
工
や
多
数
の
大
工
の
協
力
を
得

て
一
隻
の
西
洋
帆
船
を
建
造
し
ま

し
た
。
言
葉
の
不
自
由
さ
等
、
多

く
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
建
造
さ

れ
た
約
一
〇
〇
ト
ン
の
ス
ク
ー
プ

船
に
『
ヘ
ダ
号
』
と
命
名
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
、
そ
の
後
の
日
本
の

造
船
技
術
を
発
展
さ
せ
、
造
船
国

日
本
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
最
初

の
船
で
す
。
 

　
県
道
の
岬
入
口
辺
り
に
『
戸
田

号
造
船
地
、
日
本
洋
式
帆
船
発
祥

記
念
碑
』
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
毎

年
『
戸
田
港
ま
つ
り
』
（
今
年
は

七
月
二
十
三
日
）
に
は
デ
ィ
ア
ナ

号
の
乗
組
員
の
墓
の
あ
る
宝
泉
寺

に
て
供
養
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

「
ヘ
ダ
号
」
建
造
の
際
、
材
料
や

人
足
の
調
達
を
担
当
す
る
造
船
世

話
係
と
し
て
尽
力
し
た
人
物
が
松

城
家
の
初
代
・
兵
作
鎮
陳
で
す
。

江
戸
時
代
か
ら
続
い
た
回
船
業
を

営
む
旧
家
の
松
城
邸
は
明
治
の
初

期
に
洋
風
の
建
築
様
式
を
取
り
入

れ
た
『
擬
洋
風
建
築
』
と
し
て
平

成
一
八
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
入
江
長
八
の

鏝
絵
も
随
所
に
見
ら
れ
ま
す
。
 

　
村
の
鎮
守
の
神
で
あ
る
『
部
田

神
社
』
は
大
国
主
命
を
祭
神
と
す

る
鎮
守
社
で
あ
り
、
毎
年
一
〇
月

に
例
大
祭
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
昭

和
四
〇
年
代
頃
よ
り
由
緒
あ
る
神

社
に
も
か
か
わ
ら
ず
祭
典
に
活
気

が
無
く
な
っ
い
て
い
く
の
を
心
配

し
て
商
工
会
青
年
部
が
立
ち
上
が

り
、
屋
台
や
演
芸
大
会
な
ど
往
年

の
賑
わ
い
を
復
活
し
て
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。
 

　
井
田
地
区
に
は
集
落
南
側
の
尾

根
上
（
県
道
一
七
号
線
）
に
松
江

古
墳
群
が
あ
り
ま
す
。
六
世
紀
か

ら
七
世
紀
に
か
け
て
築
か
れ
た
遺

跡
で
あ
り
、
二
九
基
の
横
穴
式
石

室
を
も
つ
円
墳
で
、
壺
や
直
刀
、

勾
玉
な
ど
数
多
く
の
出
土
品
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
古
代
の
井
田
は
波
静
か
な
入
江

を
も
つ
地
域
で
、
現
在
あ
る
水
田

な
ど
は
も
ち
ろ
ん
な
か
っ
た
。
井

田
の
豪
族
は
当
時
海
の
王
者
で
あ

っ
た
入
江
を
拠
点
と
し
た
『
伊
豆

水
軍
』
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
ロ
マ
ン

の
世
界
で
す
。
井
田
も
含
め
、
戸

田
は
小
さ
な
村
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
寺
院
が
八
ヶ
所
あ
り
ま
す
。

応
仁
元
年
（
一
四
七
六
年
）
開
創

の
お
寺
も
あ
り
、
お
寺
め
ぐ
り
に

関
心
の
あ
る
方
は
埋
も
れ
た
史
実

と
新
た
な
発
見
に
胸
を
躍
ら
せ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
 
（
山
田

昇

記
）
 

『
戸
田
温
泉
旅
館
お
か
み
の
会
』
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戸
田
で
遊
ぶ
と

言
え
ば
、
や
は
り

自
然
を
相
手
に
す

る
の
が
一
番
か
と

思
い
ま
す
。
 

　
北
に
富
士
山
、
東
に
達
磨
山
を

望
む
海
は
、
水
質
の
評
価
基
準
Ａ

Ａ
を
取
得
し
た
ば
か
り
で
、
た
い

へ
ん
美
し
く
透
き
と
お
っ
て
い
て

海
水
浴
に
最
適
で
す
。
特
に
内
海

は
年
間
を
通
し
て
波
も
な
く
穏
や

か
で
、
お
子
様
連
れ
に
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。
駿
河
湾
は
魚
介
類
の
宝

庫
で
す
か
ら
磯
遊
び
や
磯
釣
り
は

興
味
倍
増
で
す
。
特
に
船
釣
り
で

釣
れ
る
魚
は
多
種
で
す
が
、
梅
雨

の
時
期
に
は
ス
ル
メ
イ
カ
が
よ
く

釣
れ
、
一
〇
〇
パ
イ
以
上
の
釣
果

の
人
も
多
い
。
ま
た
鯛
や
ア
ジ
・

イ
サ
キ
は
定
番
で
、
カ
ツ
オ
や
マ

グ
ロ
等
の
大
型
魚
も
釣
れ
ま
す
。
 

　
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
旅
気
分
を
味

わ
い
た
い
方
は
、
初
夏
の
夜
に
イ

カ
釣
り
見
学
の
漁
火
ク
ル
ー
ズ
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
 

　
夏
の
夜
に
は
、
ト
ビ
ウ
オ
す
く

い
船
で
光
に
寄
っ
て
来
る
魚
を
た

も
網
で
す
く
う
体
験
も
面
白
い
と

思
い
ま
す
。
秋
か
ら
は
、
西
の
彼

方
に
オ
レ
ン
ジ
色
に
輝
く
太
陽
が

沈
む
瞬
間
を
見
る
サ
ン
セ
ッ
ト
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
が
始
ま
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
心
に
残
る
旅
気
分
に
浸
れ

る
事
を
約
束
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
戸
田
に
は
達
磨
山
を
水

源
と
し
て
、
と
う
と
う
と
流
れ
る

大
川
が
あ
り
ま
す
。
 

　
堤
防
は
遊
歩
道
と
な
り
四
季
の

草
花
が
咲
き
そ
ろ
い
美
し
い
情
景

が
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。
特
に

春
の
桜
は
見
事
で
、
花
見
も
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
そ
れ
か
ら
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
散

策
も
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？
 

　
夏
の
川
遊
び
は
楽
し
さ
一
杯
で

す
。
ア
ユ
や
ズ
ガ
ニ
、
ウ
ナ
ギ
を

捕
る
人
も
見
掛
け
ま
す
。
 

　
支
流
に
は
大
き
な
鯉
や
ア
ユ
、

ウ
グ
イ
が
見
え
た
り
、
ホ
タ
ル
に

会
え
る
場
所
も
あ
り
ま
す
。
 

　
山
の
麓
に
は
、
『
日
本
の
棚
田

一
〇
〇
選
』
に
選
ば
れ
た
北
山
の

棚
田
が
あ
り
ま
す
。
陽
光
に
キ
ラ

キ
ラ
光
る
田
ん
ぼ
は
と
て
も
爽
や

か
で
す
。
年
に
一
度
ユ
ニ
ー
ク
な

か
か
し
祭
り
も
行
わ
れ
ま
す
。
川

の
上
流
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の

あ
る
、
は
か
ま
滝
、
よ
し
の
滝
、

雉
ヶ
尾
の
滝
が
豪
快
に
時
に
密
や

か
に
流
れ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
夏
の
早
朝
に
は
カ
ブ
ト

虫
や
ク
ワ
ガ
タ
虫
な
ど
、
昆
虫
採

集
を
楽
し
む
事
も
で
き
ま
す
。
 

　
自
然
と
遊
ん
だ
後
に
は
、
地
域

住
民
が
お
も
て
な
し
の
心
で
行
う

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
で
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

で
は
季
節
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。
 

《
春
》
 

　
井
田
・
菜
の
花
ま
つ
り
（
一
月
）
 

　
諸
口
神
社
祭
典
（
四
月
）
 

　
夜
桜
と
夜
景
見
学
ツ
ア
ー
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
月
）
 

《
夏
》
 

　
ト
ビ
ウ
オ
す
く
い
（
七
〜
八
月
）
 

　
戸
田
港
ま
つ
り
（
七
月
）
 
 

　
盆
踊
り
大
会
・
海
上
花
火
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
月
）
 

　
灯
ろ
う
流
し
（
八
月
）
 

《
秋
》
 

　
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
 

　
　
　
　
　
　
　
（
九
〜
十
二
月
）
 

　
ご
ぜ
芸
能
ま
つ
り
（
九
月
）
 

　
部
田
神
社
祭
典
（
十
月
）
 

　
戸
田
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り（
十
一
月
） 

《
冬
》
 

　
黒
潮
太
鼓
初
叩
き
（
一
月
）
 

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
た

い
方
に
は
、
体
育
館
・
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
・
プ
ー
ル
完
備
の
Ｂ
＆
Ｇ
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
や
、
体
育
館
・

多
目
的
ホ
ー
ル
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
完

備
の
ゆ
め
と
び
ら
舟
山
が
お
薦
め

で
す
。
 

　
井
田
の
海
に
は
ス
キ
ュ
ー
バ
ー

ダ
イ
ビ
ン
グ
の
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
、

ダ
イ
バ
ー
に
は
た
い
へ
ん
な
人
気

で
す
。
 

　
ゴ
ル
フ
場
は
車
で
約
三
〇
分
の

所
に
伊
豆
国
際
Ｃ
Ｃ
、
約
四
五
分

の
所
に
大
仁
Ｃ
Ｃ
、
そ
の
他
六
〇

分
車
を
走
ら
せ
れ
ば
、
た
く
さ
ん

の
ゴ
ル
フ
場
が
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

　
夜
の
社
交
場
、
カ
ラ
オ
ケ
ス
ナ

ッ
ク
も
安
心
低
価
格
で
皆
様
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

　
戸
田
で
遊
ぶ
楽
し
さ
、
心
地
良

さ
を
是
非
堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
 

   

 

い
と
思
い
ま
す
。（
横
畠

公
一
記
） 

表 上 
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せ

が

き

 

お
と
た
ち
ば
な
ひ
め
 

へ

だ

む

ら

 

お
お
く
に
の
み
こ
と
 

ず
ん
ご
う
 

　
広
大
な
駿
河
湾

に
美
し
い
富
士
山

の
雄
姿
を
望
む
御

浜
岬
、
そ
の
内
側

に
続
く
弓
な
り
の
砂
浜
。
七
月
三

日
に
は
御
浜
海
水
浴
場
で
海
開
き

式
が
行
わ
れ
、
施
餓
鬼
と
シ
ー
ズ

ン
中
の
安
全
と
千
客
万
来
を
祈
願

し
ま
し
た
。
 

　
戸
田
は
伊
豆
屈
指
の
天
然
の
良

港
が
あ
り
巻
網
漁
や
深
海
底
引
網

漁
、
そ
し
て
戸
田
の
名
物
と
な
っ

て
い
る
コ
ザ
ラ
シ
網
漁
な
ど
漁
業

が
盛
ん
な
町
で
す
。
ホ
テ
ル
・
旅

館
が
十
一
軒
と
民
宿
・
ペ
ン
シ
ョ

ン
が
五
〇
軒
ほ
ど
あ
り
、
高
足
ガ

ニ
を
は
じ
め
獲
れ
た
て
の
魚
介
類

が
食
卓
を
賑
わ
せ
、
お
客
様
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
漁

師
町
な
ら
で
は
の
も
て
な
し
が
大

変
好
評
で
す
。
 

　
昭
和
六
十
一
年
に
は
伊
豆
で
一

番
新
し
い
温
泉
と
し
て
戸
田
温
泉

が
湧
き
出
し
、
共
同
浴
場
『
壱
の

湯
』
や
各
宿
泊
施
設
で
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

　
御
浜
岬
の
先
端
に
は
大
漁
と
海

上
守
護
の
神
と
し
て
あ
が
め
ら
れ

て
い
る
弟
橘
姫
命
を
祭
神
と
し
た

諸
口
神
社
、
そ
の
近
く
に
戸
田
造

船
郷
土
資
料
博
物
館
と
駿
河
湾
深

海
生
物
館
が
あ
り
「
ヘ
ダ
号
」
の

模
型
や
建
造
記
録
、
「
デ
ィ
ア
ナ

号
」
の
遺
し
た
品
々
な
ど
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
我
が
国
が
一
八
五
八
年
の
日
露

修
好
通
商
条
約
締
結
に
こ
ぎ
つ
け

た
裏
に
は
戸
田
村
（
現
・
沼
津
市
 

）
と
ロ
シ
ア
と
の
間
に
深
い
絆
が

あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
難
航
し
て

い
る
日
露
の
外
交
問
題
も
当
時
の

友
愛
精
神
に
か
え
っ
て
平
和
的
解

決
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
今
か
ら
約
一
五
〇
年
前
、
プ
チ

ャ
ー
チ
ン
提
督
以
下
五

〇
〇
名
を
乗
せ
た
ロ
シ

ア
軍
の
軍
艦
『
デ
ィ
ア

ナ
号
』
は
下
田
港
に
停

泊
中
、
安
政
の
大
地
震

に
よ
る
津
波
で
損
傷
を

受
け
、
戸
田
港
で
修
理

す
る
こ
と
を
許
さ
れ
ま

し
た
が
、
下
田
か
ら
戸

田
へ
向
か
う
途
中
、
駿
河
湾
の
激

し
い
季
節
風
に
よ
り
戸
田
港
に
入

る
こ
と
が
で
き
ず
富
士
市
沖
に
流

さ
れ
沈
没
し
ま
し
た
。
本
国
へ
帰

る
船
を
な
く
し
た
提
督
は
、
戸
田

で
船
大
工
や
多
数
の
大
工
の
協
力

を
得
て
一
隻
の
西
洋
帆
船
を
建
造

し
ま
し
た
。
言
葉
の
不
自
由
さ
等
、

多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
建
造

さ
れ
た
約
一
〇
〇
ト
ン
の
ス
ク
ー

プ
船
に
『
ヘ
ダ
号
』
と
命
名
し
ま

し
た
。
こ
れ
が
、
そ
の
後
の
日
本

の
造
船
技
術
を
発
展
さ
せ
、
造
船

国
日
本
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
最

初
の
船
で
す
。
 

　
県
道
の
岬
入
口
辺
り
に
『
戸
田

号
造
船
地
、
日
本
洋
式
帆
船
発
祥

記
念
碑
』
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
毎

年
『
戸
田
港
ま
つ
り
』
（
今
年
は

七
月
二
十
三
日
）
に
は
デ
ィ
ア
ナ

号
の
乗
組
員
の
墓
の
あ
る
宝
泉
寺

に
て
供
養
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

「
ヘ
ダ
号
」
建
造
の
際
、
材
料
や

人
足
の
調
達
を
担
当
す
る
造
船
世

話
係
と
し
て
尽
力
し
た
人
物
が
松

城
家
の
初
代
・
兵
作
鎮
陳
で
す
。

江
戸
時
代
か
ら
続
い
た
回
船
業
を

営
む
旧
家
の
松
城
邸
は
明
治
の
初

期
に
洋
風
の
建
築
様
式
を
取
り
入

れ
た
『
擬
洋
風
建
築
』
と
し
て
平

成
一
八
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
入
江
長
八
の

鏝
絵
も
随
所
に
見
ら
れ
ま
す
。
 

　
村
の
鎮
守
の
神
で
あ
る
『
部
田

神
社
』
は
大
国
主
命
を
祭
神
と
す

る
鎮
守
社
で
あ
り
、
毎
年
一
〇
月

に
例
大
祭
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
昭

和
四
〇
年
代
頃
よ
り
由
緒
あ
る
神

社
に
も
か
か
わ
ら
ず
祭
典
に
活
気

が
無
く
な
っ
い
て
い
く
の
を
心
配

し
て
商
工
会
青
年
部
が
立
ち
上
が

り
、
屋
台
や
演
芸
大
会
な
ど
往
年

の
賑
わ
い
を
復
活
し
て
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。
 

　
井
田
地
区
に
は
集
落
南
側
の
尾

根
上
（
県
道
一
七
号
線
）
に
松
江

古
墳
群
が
あ
り
ま
す
。
六
世
紀
か

ら
七
世
紀
に
か
け
て
築
か
れ
た
遺

跡
で
あ
り
、
二
九
基
の
横
穴
式
石

室
を
も
つ
円
墳
で
、
壺
や
直
刀
、

勾
玉
な
ど
数
多
く
の
出
土
品
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
古
代
の
井
田
は
波
静
か
な
入
江

を
も
つ
地
域
で
、
現
在
あ
る
水
田

な
ど
は
も
ち
ろ
ん
な
か
っ
た
。
井

田
の
豪
族
は
当
時
海
の
王
者
で
あ

っ
た
入
江
を
拠
点
と
し
た
『
伊
豆

水
軍
』
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
ロ
マ
ン

の
世
界
で
す
。
井
田
も
含
め
、
戸

田
は
小
さ
な
村
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
寺
院
が
八
ヶ
所
あ
り
ま
す
。

応
仁
元
年
（
一
四
七
六
年
）
開
創

の
お
寺
も
あ
り
、
お
寺
め
ぐ
り
に

関
心
の
あ
る
方
は
埋
も
れ
た
史
実

と
新
た
な
発
見
に
胸
を
躍
ら
せ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
 
（
山
田

昇

記
）
 



（5）　第 41 号 第 41 号（2） 平成23年7月号  平成23年7月号 

  

戸田塩ジェラート 戸田塩ジェラート 

戸田塩・とうふぷりん 
アクア塩あめ 
戸田塩・とうふぷりん 
アクア塩あめ 

へだトロはんぺん へだトロはんぺん 

 

 深
海
魚（
右
）と
 

高
足
ガ
ニ（
上
） 

『
戸
田
温
泉
旅
館
お
か
み
の
会
』
 

　
戸
田
に
来
て
、

美
味
し
い
も
の
は

…
。
よ
そ
に
は
無

い
も
の
を
四
つ
に

絞
り
ま
し
た
。
①
高
足
ガ
ニ
と
深

海
魚
、
②
戸
田
塩
、
③
戸
田
塩
ジ

ェ
ラ
ー
ト
、
④
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ

ん
で
す
。
 

★
深
海
に
潜
む
戸
田
の
宝
物
 

　
駿
河
湾
は
太
平
洋
の
黒
潮
が
直

接
流
れ
込
ん
で
い
る
為
、
非
常
に

多
く
の
種
類
の
魚
が
集
ま
っ
て
い

て
、
そ
の
数
一
〇
〇
〇
種
類
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
戸
田
で
は
、
そ

の
豊
富
な
海
の
幸
を
新
鮮
な
ま
ま

味
わ
う
事
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は

『
底
引
き
網
』
と
い
う
漁
法
で
獲

ら
れ
て
い
る
高
足
ガ
ニ
や
深
海
魚

で
す
。
高
足
ガ
ニ
は
世
界
で
一
番

大
き
い
カ
ニ
で
、
足
を
広
げ
る
と

四
c
位
の
も
の
も
あ
り
、
戸
田
の

貴
重
な
水
産
資
源
で
す
。
漁
期
は

九
月
〜
五
月
で
 

寒
い
時
期
が
最
 

も
美
味
し
く
、
旨
味
が
凝
縮
し
て

い
ま
す
。
ま
た
本
エ
ビ
、
ボ
タ
ン

エ
ビ
、
ガ
シ
ャ
エ
ビ
、
赤
エ
ビ
、

手
長
エ
ビ
な
ど
の
エ
ビ
類
や
、
深

海
魚
の
メ
ギ
ス
、
ト
ロ
ボ
ッ
チ
な

ど
が
獲
れ
、
旅
館
や
民
宿
、
食
堂

な
ど
の
料
理
を
賑
や
か
に
し
て
い

ま
す
。
新
鮮
で
ほ
ん
の
り
し
た
甘

み
の
エ
ビ
や
淡
白
な
深
海
魚
を
味

わ
っ
て
み
て
下
さ
い
。
 

★
伝
統
的
な
手
作
り
の
塩
 

　
戸
田
で
は
、
古
く
か
ら
駿
河
湾

の
海
水
を
利
用
し
た
塩
作
り
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
か
ら
約
一

五
〇
〇
年
前
に
安
康
天
皇
に
献
上

さ
れ
た
と
の
言
い
伝
え
も
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
戸
田
塩
・
井
田
塩
は
、

駿
河
湾
の
沖
一
d
の
黒
潮
の
本
流
、

水
深
十
五
c
か
ら
汲
み
上
げ
た
海

水
を
十
三
〜
十
五
時
間
、
ひ
た
す

ら
薪
だ
け
を
燃
や
し
て
炊
く
、
昔

な
が
ら
の
伝
統
製
法
に
よ
る
手
作

り
の
自
然
海
塩
で
す
。
 

添
加
物
を
一
切
使
わ
な
い
、
ミ
ネ

ラ
ル
豊
富
で
ま
ろ
や
か
な
風
味
の

天
然
塩
を
焼
き
魚
や
ト
マ
ト
に
振

り
か
け
て
味
わ
っ
て
み
て
下
さ
い
。

ま
た
『
戸
田
塩
の
会
』
で
は
大
豆

と
に
が
り
が
入
っ
て
い
る
夏
向
き

の
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
、
と
う
ふ
ぷ

り
ん
と
ア
ク
ア
塩
あ
め
も
作
っ
て

販
売
し
て
い
ま
す
。
 

★
お
か
み
さ
ん
考
案
の
上
品
な
味
 

 が
提
案
し
、
戸
田
出
身
の
ジ
ェ
ラ

ー
ト
製
造
屋
さ
ん
が
作
っ
た
戸
田

塩
ジ
ェ
ラ
ー
ト
。
戸
田
の
海
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー

ン
と
戸
田
塩
を
使
っ
た
甘
し
ょ
っ

ぱ
い
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
で
す
。
サ

ラ
リ
と
し
た
口
ど
け
と
控
え
め
な

甘
さ
で
ほ
ん
の
り
と
淡
く
舌
に
残

る
塩
味
が
魅
力
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
で
、

後
を
引
く
美
味
し
さ
が
大
人
気
で

す
。
 

　
ま
た
姉
妹
品
で
西
伊
豆
特
産
の

桜
葉
と
桜
花
の
塩
漬
け
が
ア
ク
セ

ン
ト
の
戸
田
塩
桜
ジ
ェ
ラ
ー
ト
も

美
味
し
い
で
す
。
お
か
み
さ
ん
達

の
気
持
ち
の
詰
ま
っ
た
戸
田
塩
ジ

ェ
ラ
ー
ト
、
桜
ジ
ェ
ラ
ー
ト
も
一

度
召
し
上
が
っ
て
下
さ
い
。
 

★
戸
田
家
庭
料
理
が
Ｂ
級
に
参
戦
 

　
漁
業
の
ま
ち
で
も
あ
る
戸
田
で

は
、
昔
か
ら
あ
り
あ
わ
せ
の
魚
を

す
り
身
に
し
て
野
菜
を
混
ぜ
油
で

揚
げ
た
も
の
を
„
は
ん
ぺ
ん
“
と

称
し
家
庭
料
理
と
し
て
食
べ
て
き

ま
し
た
。
 

 
沼
津
市
商
工
会
で
は
『
へ
だ
ト

ロ
は
ん
ぺ
ん
』
と
し
て
商
標
登
録

し
、
戸
田
地
区
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
と

し
て
売
り
出
し
中
で
す
。
 

　
商
工
会
で
は
深
海
魚
の
メ
ギ
ス
、

ト
ロ
ボ
ッ
チ
を
す
り
身
に
し
て
、

人
参
と
玉
ね
ぎ
を
み
じ
ん
切
り
に

し
た
も
の
を
練
っ
て
油
で
揚
げ
、

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
し

て
い
ま
す
。
 

 
も
ち
ろ
ん
、
戸
田
地
区
の
各
食

堂
や
販
売
店
で
は
常
時
味
わ
う
事

が
で
き
ま
す
。
お
店
ご
と
に
材
料

や
配
合
が

違
う
の
で

食
べ
比
べ

を
す
る
と

楽
し
い
と

思
い
ま
す
。

（
佐
藤
幸
子
記
）
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支部長　中島寿之 
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支部長　真野雄二 
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ビ
ュ
ー
ス
ボ
ッ

ト
と
し
て
、
ま
ず

『
出
逢
い
岬
』
を

紹
介
し
ま
す
。
 

　
出
逢
い
岬
と
は
、
沼
津
の
市
街

地
か
ら
海
岸
を
走
り
、
大
瀬
崎
を

経
由
し
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト

で
も
知
ら
れ
る
井
田
地
区
を
過
ぎ

て
程
な
く
、
戸
田
の
市
街
地
に
入

る
直
前
に
見
え
て
く
る
展
望
台
で

す
。
 

　
こ
の
展
望
台
か
ら
は
、
中
央
に

雄
大
な
駿
河
湾
を
、
右
に
霊
峰
富

士
山
を
、
左
に
自
然
の
形
を
残
す

戸
田
港
と
御
浜
岬
を
一
望
で
き
ま

す
。
 

　
夏
の
景
色
は
、
冬
に
は
無
い
別

の
表
情
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
雪
に
覆
わ
れ
て
い
た
冬
の
富

士
山
が
、
夏
に
な
る
と
、
登
山
者

や
山
小
屋
の
ラ
イ
ト
で
幻
想
的
な

富
士
山
の
夜
景
を
演
出
し
て
く
れ

ま
す
。
 

　
ま
た
、
海
を
眺
め
る
と
海
水
浴

場
に
は
大
勢
の
家
族
連
れ
の
観
光

客
。
夏
の
賑
わ
い
を
感
じ
な
が
ら

御
浜
岬
を
バ
ッ
ク
に
写
真
を
一
枚
。
 

こ
の
展
望
台
は
、
名
前
の
如
く
富

士
、
海
、
自
然
に
出
会
え
る
、
ま

た
感
じ
る
事
が
必
ず
で
き
る
一
押

し
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
 

　
次
に
『
ご
ぜ
展
望
台
』
で
す
。

伊
豆
市
修
善
寺
か
ら
虹
の
郷
を
経

由
し
、
達
磨
山
の
頂
上
か
ら
間
も

な
く
す
る
と
展
望
台
が
見
え
て
き

ま
す
。
 

　
こ
ち
ら
の
展
望
台
で
は
、
ま
ず

ご
ぜ
観
音
様
が
皆
様
を
出
迎
え
て

く
れ
ま
す
。
 

　
そ
の
脇
に
設
置
さ
れ
て
い
る
木

製
デ
ッ
キ
を
少
し
歩
く
と
戸
田
の

メ
イ
ン
市
街
地
と
、
戸
田
湾
、
駿

河
湾
を
一
望
で
き
ま
す
。
夕
暮
れ

時
に
は
西
に
沈
む
夕
日
を
見
な
が

ら
感
傷
に
浸
る
の
も
良
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

　
い
ず
れ
の
道
路
を
経
由
し
て
も
、

戸
田
に
は
沢
山
の
絶
景
ポ
イ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
。
夏
の
観
光
ド
ラ
イ

ブ
、
ツ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
頂

く
た
め
に
、
戸
田
は
総
ぐ
る
み
で

美
化
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
 

 
是
非
、
夏
の
戸
田
を
満
喫
し
て

下
さ
い
。
　
 

　
最
後
に
紹
介
す
る
ス
ポ
ッ
ト
は
、

御
浜
海
水
浴
場
の
駐
車
場
か
ら
の

灯
台
と
駿
河
湾
を
前
に
、
海
に
浮

く
富
士
山
で
す
。
ド
ラ
イ
ブ
の
最

後
に
海
水
浴
場
の
砂
浜
を
散
策
し

た
り
、
駿
河
湾
側
の
遊
歩
道
を
歩

き
潮
風
を
浴
び
な
が
ら
こ
の
景
色

を
眺
め
る
と
、
疲
れ
た
体
を
癒
す

こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。
 

 
戸
田
に
お
越
し
に
な
っ
た
ら
、

是
非
と
も
素
晴
ら
し
い
景
色
を
ご

覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。
 

　
　
　
　
　
 
（
長
島
寛
直
記
） 

出逢い岬から見た御浜岬 出逢い岬から見た御浜岬 

ごぜ展望台からの戸田湾  絶景 ごぜ展望台からの戸田湾  絶景 

御浜海岸の灯台 御浜海岸の灯台 

出逢い岬から富士山を望む 出逢い岬から富士山を望む 



新
会
員
ご
紹
介
 

事
業
所
名 (

支
所
・
支
部
名) 

　
代
表
者
名
　
業
種 

愛
昌
園
茶
舗 (

原
・
愛
鷹)

　 
   

伊
藤
昌
之
　
製
茶
販
売 

山
本
商
事
　(

原
・
桃
里
植
田) 

　
山
本
征
史
　
建
設
土
木 

植
松
経
営
労
務
事
務
所 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
・
東
部
）

　
植
松 

誠
　
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

　
Ｋ
Ｓ
Ｉ (

原
・
東
部)

　 

　 前
田 (

戸
田) 

   

金
田
茂
樹
　
農
業 

　
本
年
度
は
、
一
年
間
を
通
し
て

役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
加
入
促

進
を
行
い
ま
す
。
増
強
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
中
は
新
規
加
入
者
に
優
遇
措

置
を
、
紹
介
し
た
支
部
部
会
に
報

奨
金
を
交
付
。
併
せ
て
青
年
部
・

女
性
部
の
部
員
増
強
も
行
い
ま
す
。
 

　
戸
田
観
光
協
会
　 

　
　
　  

会
長  

川
合
健
次 

　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
そ
し
て

東
日
本
大
震
災
、
原
発
問
題
等
、

次
か
ら
次
の
大
き
な
壁
、
根
底
に

は
少
子
高
齢
化
に
よ
る
国
内
消
費

低
迷
の
影
響
に
よ
る
デ
フ
レ
経
済

と
、
観
光
産
業
に
と
り
ま
し
て
大

変
厳
し
い
経
済
環
境
が
続
い
て
い

ま
す
。
自
粛
ム
ー
ド
と
浜
岡
原
発

停
止
に
よ
る
風
評
被
害
も
あ
り
、

伊
豆
地
域
の
観
光
は
危
機
的
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。
 

　
日
本
は
戦
後
モ
ノ
作
り
に
励
み
、

輸
出
を
し
、
外
貨
を
稼
い
で
経
済

一
流
国
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
国
内
消
費
が

伸
び
ず
デ
フ
レ
経
済
が
続
い
て
い

ま
す
。
失
わ
れ
た
二
十
年
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
状
況

で
は
、
内
需
不
振
に
よ
る
経
済
の

崩
壊
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
 

　
し
か
し
、
観
光
産
業
は
他
の
産

業
と
比
べ
る
と
、
付
加
価
値
率
が

高
く
、
収
入
の
多
く
が
人
件
費
に

廻
り
ま
す
の
で
、
少
し
の
投
資
で

大
き
な
経
済
効
果
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
国
内
消
費
を
増
や

し
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
の
は
、

こ
れ
か
ら
は
観
光
産
業
で
あ
り
ま

す
の
で
、
観
光
産
業
者
は
そ
ん
な

意
識
を
強
く
持
っ
て
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
戸
田
観
光
協
会
で
は
、
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
七
月
二
十
三
日
は
戸
田

港
ま
つ
り
、
八
月
十
五
日
に
は
盆

踊
り
と
海
上
花
火
大
会
、
八
月
十

六
日
に
は
精
霊
流
し
、
九
月
十
五

日
に
は
ご
ぜ
芸
能
祭
り
を
行
い
ま

す
。
そ
し
て
夏
休
み
に
は
、
御
浜

海
水
浴
場
で
の
海
水
浴
、
夜
の
お

楽
し
み
と
し
て
、
納
涼
遊
覧
船
と

ト
ビ
ウ
オ
す
く
い
が
あ
り
、
お
子

様
も
海
の
体
験
を
楽
し
む
事
が
で

き
ま
す
。
是
非
、
戸
田
温
泉
に
来

て
い
た
だ
き
、
戸
田
の
食
、
文
化
、

歴
史
に
触
れ
、
富
士
山
や
夕
陽
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
お
楽
し
み
下
さ

い
。
戸
田
観
光
協
会
で
は
、
『
観

光
で
日
本
を
元
気
に
』
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。
 

戸
田
へ
こ
ら
っ
さ
い
！ 

8月の行事予定 
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沼津法人会原支部 
めざします企業の繁栄 
と社会への貢献 

社団 
法人 

沼津西ロータリークラブ　テーマ 

元気で魅力あるクラブにしよう 

  8月   9日 共済担当役職員研修会 
 　　　10日  労働保険事務新任担当者 
　　　　  研修会 
 　　　17日  新規職員研修会 
 　　　18日  県指導監査 
 　　　22日  経営指導員研修会 
　　　　  Facebook講習会 

　 原支所 
  8月  6日  第34回原・浮島ふるさと夏まつり 

新
規
会
員
の
加
入
促
進
 

運
動
実
施
中
！
 

（株） 

今
月
号
は
特
集
と
し
て 

戸
田
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。 

（
戸
田
へ
お
い
で
よ
！
） 

達
磨
山
か
ら
見
た
戸
田
中
心
部 

 

写
真
コ
ン
テ
ス
ト 

　
募
集
中 

！！ 

 テ
ー
マ 「
ふ
る
さ
と
の 

　
　
　
自
然
と
文
化
」 

締
切 
平
成
二
十
三
年
九
月
三
〇
日 

第34回 原・浮島ふるさと夏まつり 原・浮島ふるさと夏まつり 原・浮島ふるさと夏まつり 
日時 8月6日（土）雨天の場合7日（日）会場 原地区センター 
第34回 原・浮島ふるさと夏祭り 

花火大会 
19：30～20：15

話題の 
3D花火打上 

9：00～10：30　ＪＡなんすん朝市 
9：00～10：15　婦人会バザー 
9：00～19：15　広場・ステージイベント 

お化け屋敷 
10：00～11：30 
13：00～14：30 
15：30～17：00 
場所：地区センター2階多目的ホール 

いろいろな出店 
9：00～20：30 
24の団体が勢揃い 
 

主   催：原・浮島ふるさと夏まつり実行委員会 
後   援：沼津市　 
連絡先：沼津市商工会 
TEL　966-1331　URL　http://www.numazu-s.or.jp/ 
原地区コミュニティ推進委員会 
TEL　966-0084　URL　http://www.hara-numazu.jp/ 
浮島地区コミュニティ推進委員会　 TEL　968-1322 
 

　梅雨も明け夏も本番！今年も原・浮島地域
の住民総出の一大イベント「第34回原・浮島
ふるさと夏まつり」が、8月6日（土曜日）に
開催されます。 
　午前9時からのJA朝市・婦人会のバザーか
ら始まり、ますのつかみどりやミニSL、納涼
お化け屋敷などの恒例のイベント、たくさん
の出店が祭りを賑やかに彩ります。午後7時
半からは花火大会を開催。昨年よりパワーア
ップした3Ｄ花火にご期待ください！ 
　また、今回は『がんばろう日本！みんなで
東日本大震災復興を応援しよう』と題して、 
原・浮島から東日本大震災で被害を受けられ
た方々にエールを送るため、義援金の受付な
ども行います。皆様のご協力をよろしくお願
い致します。 

10：00～15：00  手揉み茶実演 
10：00～15：00  憩いのお茶席 
（場所：地区センター １階和室） 
 
 
 
10：00～16：00税金クイズ 

≪ステージ≫ 
10：00～ マスのつかみ取り 
11：15～ ラオス民族舞踊 
12：00～ オープニング 
　　　　  　　　セレモニー 
12：15～ 投げもち大会 
12：45～ ハワイアンダンス 
14：30～ ヒップホップダンス 
16：00～ バンド演奏 
16：30～ ゴスペル 
17：00～ バンド演奏 

！ 

！ 

≪広場≫ 
13：30～ よさこい踊り 
14：00～ 婦人会総参加踊り 
15：00～ 白隠太鼓 
17：45～ 沼津吹奏楽団 
18：45～ 阿波踊り 

大
沼
浩
崇
　
医
療
機
器
製
造
販
売 

ガラガラ抽選会 
10：00～18：00 
場所：原高齢者福祉 
　　　センター前 
総額50万円が当たる 

ミニＳＬ 
10：00～15：00 
（12：00～12：45休憩） 
場所：テニスコート 


